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３年度は、１０団体へ補助金を交付しました。

○特定非営利活動法人 ＳＡＫＩ

事業名：「生活困窮者生活備品支援事業」

【事業概要】

廃棄物量の減少と生活困窮者のより快適な生活環境の確保を目指すために、空き家整理

や遺品整理においてまだ使用できる品物の寄付を募り、生活困窮者に寄付を実施する。

【活動実績】

  随時寄付を募り、集まった冷蔵庫や洗濯機などの家電製品や折りたたみベッドな

どを、生活困窮者の方に月１回寄付を実施。

○特定非営利活動法人 ポラーノ・ポラーリ

事業名：「染めてリサイクル＋洗濯場交流事業」

【事業概要】

  身近にあふれている「未利用」や「廃棄」となる衣料製品や原材料を新たな「資源」と

捉え、それらを活用して染めの技術を地域住民と交流しながら伝えていく事業を実施する。

【活動実績】

  規格外で廃棄予定の緑茶等を染料として活用した草木染めやオリジナルエコバックを作

成する染色ワークショップを開催

  (1)実施日時  令和３年８月７日、令和４年３月１９日

  (2)参加者   11 名

○チャイルドラインかごしま

事業名：「子どもたちのこころの声に寄り添うとともに、子どもたちの声を社会

に発信し生きやすいまちへ！事業」

【事業概要】

コロナの影響により子どもたちがストレスや寂しさ、不安を感じている現状の中で、子

どもたちの悩みに寄り添い問題解決に導けるように、講演活動や電話、オンラインチャッ

ト等様々な手段を使った活動を実施する。

令和３年度「市民とつくる協働のまち事業」

補助団体活動実績
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【活動実績】

１．電話相談の実施、R4.1～オンラインチャット導入

２．公開講座の開催

  「防ごうマルトリートメント（大人から子どもに対する避けたいかかわり）」

  (1)実施日時  令和３年８月２１日 オンライン開催

(2)参加者   １０名

３．電話の受け手養成講座の開催

  (1)実施日時  令和４年２月～３月（全１０回）

  (2)参加者   １７名

４．講演活動 ５回実施

   学校等から依頼を受け、保護者や職員、生徒等に講演活動を実施

  講演テーマ「子どもの声を社会に発信」「子どもの生きやすい社会になること」など  

○ＡＳＯＢＢＡはらっぱの芸術学校

事業名：「はらっぱゼミ」

【事業概要】

児童の健全育成、長期休暇中の児童の安全、高齢者の生きがいづくり等の課題を解決す

るために、郡山地域における里山の豊かな自然と人的財産（地域の高齢者）を生かした自

然体験・芸術体験のゼミを開催する。

【活動実績】

はらっぱゼミの実施

(1)日  時：①７月２７日～２９日、②８月４日～６日

(2)場  所：郡山常盤公園内 ASOBBA はらっぱの芸術学校

(3)参 加 者：小学１年～６年生の計５７名

(4)広  報：チラシ 9,000 枚作成。市内北地域から中央地域 18 小学校に配布。

(5)内  容：①～⑤の講座うち、１つを選択。

① 劇をつくってあそぼう ④ 竹でつくってあそぼう

② 郷土のお菓子をつくって

たべよう

⑤ お手玉をつくってあそぼう

③ 光る泥団子をつくろう

       ①～⑤の講座にほかに、川遊びや木登りなどの自然体験活動、自分の昼食と

       しておにぎりと茶ぶしを作る調理体験を実施。
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○特定非営利活動法人 らんらんらん

事業名：「多様なコミュニケーションツールでの地域交流事業」

【事業概要】

コロナ禍でより一層高齢者の孤立化が高まってきている現状の中、新しい生活様式の中

でコミュニケーションツール（脳トレとリズムライフ）を活用した交流により、心と身体

の健康維持を図る地域交流事業を実施する。

【活動実績】

脳トレとリズムライフによる交流（全７回開催）

開催地区 開催日 開催場所 参加人数（人）

1 千年団地 ①5/31 ②6/14 ③6/21 千年団地公民館 ①41 ②43 ③43

2 玉里台 10/16 玉里台第一公園 33

3 郡山 10/24 郡山ららら駐車場 35

4 新屋敷 9/29 新屋敷いこいサロン 21

５ 吉田 11/14 吉田町公民館 35

○一般社団法人 folklore forest

事業名：「Art Meets ふるさと」

【事業概要】

地域に人が流入しにくい東桜島で豊かな暮らしや地域発展を裏支えするために、旧改新

小学校にアーティストを約 1 カ月間ほど滞在させ地域住民や施設利用者と一緒に創作活動

を行う。

【活動実績】

滞在アーティスト：菊池 智子氏

島内住民へのヒアリング・撮影を行い、島内に住んでいても気づかない地域の取組みや歴

史を作家目線で発掘・解釈を得られた。活動を通して、地域住民との交流のみならず県外の

文化芸術関係者との交流も生まれた。

１．作家紹介イベントの開催

(1)実施日時  令和３年１１月７日

(2)場  所  桜島シーサイドホテル

(３)参 加 者 １５名

２．活動報告会の開催

(1)実施日時  令和３年１２月１９日

(2)場  所  桜島フェリー乗り場多目的室

(３)参 加 者 １９名
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○特定非営利活動法人 たまあげコミュニティ

事業名：「地域の縁づくりと健康推進事業」

【事業概要】

  高齢者のひきこもりや要介護状態を予防するために、理学療法士による身体機能の維持

向上を目的とした健康体操と、認知症予防及び他者との交流を目的とした健康麻雀を組み

合わせた「頭と体と心の健康教室」を開催する。

【活動実績】

  (1)実施回数  ２０回（４月：４回、６～７月：８回、１０月～１１月：８回）

  (2)場  所  田上地区

  (３)参 加 者 １７名（実数）

○特定非営利活動法人 心のバリアフリー仲間

事業名：「バリアフリー交流納涼夏踊り」

【事業概要】

障がい者、外国人及びバリアフリーに関心のある人が日本の四季を感じるイベント「納

涼夏祭り」に参加し、一緒に音楽交流等を行うことにより、バリアフリーに対する認識・

必要性を高め、ダイバーシティの推進を図る。

【活動実績】

バリアフリー交流夏祭り盆踊りフェスティバルの開催

ステージでは、国際交流バリアフリー音楽祭を実施。また、来場した留学生・障がい者の

方に浴衣をプレゼントした。

(1)実施日時  令和３年８月１５日 11:00～16:00

(2)場  所  かんまちあ

(３)参 加 者 約 500 名

○特定非営利活動法人 こども学習支援協会

事業名：「鹿児島つばめ学習塾（無料塾）」

【事業概要】

経済的な問題により十分な学習を習得するための機会を得ることができない児童や生徒に

対して、教員経験のある講師によるサポートで学校生活への復帰を支援する。

【活動実績】

鹿児島つばめ学習塾（無料塾）の開催

(1)開催日時  毎週火・木・土曜日 19:00～21:00

(2)場  所  中央地区
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○特定非営利活動法人 フードバンクかごしま

事業名：「災害にも強い支え合う地域の仕組みづくり事業」

【事業概要】

災害発生時に地域コミュニティの担い手となるよう、若者世代や女性に対して平素から防

災意識向上させるために、災害イベントや避難所運営におけるシミュレーションを実施する。

【活動実績】

１．若者世代や女性に向けた防災イベントの開催（オンライン開催）

テーマ 開催日 参加人数（人）

1 被災者の声を聴く 10/3 15

2 女性だからこそ備えるべきこと 12/10 19

3 若者世代が災害時に備えられこと 2/11 21

２．コロナ禍での避難所運営シュミレーションの実施

(1)実施日時  令和３年１１月２９日

(2)場  所  旧改新小学校

(3)参 加 者  ８名


